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＊日程は追加・変更することがあります。

「全国一番の子育て環境のまち」実現へ
４会派が町政方針を問う　代表質問
４議員が登壇　一般質問
わくわくフェスタへのご来場ありがとうございました
子どもたちの笑顔のあいさつで元気をもらっています！
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［表紙写真：KUMIYAMAわくわくフェスタでの皆さまの笑顔］
　　　　　（福士加代子さんにも参加していただきました）

議会だより



「全国一番の子育て環境のまち」
実現へ

定例会
９月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
６
年
定
例
会
９
月
会
議
を
９
月
９
日
に
開
会
し
、
議
員
か
ら
意
見
書
と
条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
町
長
か
ら
は
条
例

改
正
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
決
算
認
定
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
の
町
長
選
挙
後
の
町
長
に
対
し
、
代
表
質
問
は
４
会
派
、
一
般
質
問
は
４
人
が
お
こ
な
い
、
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
な
お
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
は
議
員
提
出
の
意
見
書
や
、
町
長
提
出
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
な
ど
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
の
審
査
内
容
（
決
算
認
定
含
む
）
は
、
５
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

お
読
み
く
だ
さ
い
。

こども園使用料
（町立こども園保育料・一時保育
事業利用料の無償化）
　子育て家庭の就労しやすい環境を整えるため、０歳から２歳児の保育料を、
令和６年11月分から無償とする。また、０歳から２歳児を在宅で保育する方の
育児に係る負担を軽減するため、令和６年11月分から一時保育事業利用料を無
償とする。

△1,067万円

Ｑ こども園保育料・一時保育事業利用料の無償化により、ど
のような変化があると思われるか。

Ａ 保護者がパートなどをしやすくなり、働きたい方の働きや
すい環境がつくられると考える。こども園に通う子どもの
数も少し増えると予想される。

Ｑ 一時保育事業利用料の無償化により、保育教諭が不足する
ということにはならないか。

Ａ 一時保育は各園１日３人までで、今のところ問題はない。
保育人数が今後増えるようであればまた検討する。

補正予算
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農業振興施策対策事業
（農産物等防犯対策補助金）
農作物盗難事件を受け、防犯カメラ設置に対する補助金を計上する。

100万円

人　　事
任期満了に伴い、任命（選任）することに同意しました。

条例改正等

・町議会委員会条例一部改正
・町議会会議規則一部改正

・国民健康保険条例一部改正
・財産の取得の追認

Ｑ 防犯カメラの抑止力について、どのように考えているか。

Ａ 防犯カメラ以外にも、警戒パトロールや啓発のぼりを組み
合わせて防犯活動を強化し、久御山町では農作物の盗難は
できないという意識を根付かせていきたい。

◆教育長
内田　智子  氏（再任）
任期は３年です。

うちだ ともこ

◆教育委員会委員
寺井　恵太郎  氏（再任）
任期は４年です。

てらい

意 見 書

けいたろう

◆固定資産評価審査委員会委員
藤村　剛史  氏（再任）
任期は３年です。

ふじむら たけふみ

　えん罪被害者の速やかな救済を目的とする再審法改正を早期に実現するために、「再審法改正に
向けて審議促進を求める意見書」が提案され、可決されました。
（一部抜粋）
　誤判により有罪判決を受けたえん罪被害者を救済する再審制度については、刑事訴訟法「第４編 
再審」に規定が設けられているが、再審が認められることはまれであり、えん罪被害者の救済は容
易に進んでいない。
　その要因として、再審は、誤判により有罪判決を受けたえん罪被害者を救済することを目的とし
た制度であるが、現行の法律では捜査で集められた証拠を開示する規定が明文化されておらず、真
実を明らかにすることが難しいのが現状である。
　また、長い年月をかけて再審開始決定を得ても、検察官の不服申立てによって審理が長期化する
こともある。
　よって、国及び関係機関におかれては、えん罪被害者を一刻も早く救済することと、併せて、え
ん罪被害者をつくらないためにも、再審制度のよりふさわしい在り方について速やかに議論を行う
よう強く求める。
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Q
　
公
園
の
整
備
と
利
用
管
理
は
、
荒

見
苑
も
含
め
全
て
指
定
管
理
者
が

お
こ
な
う
の
か
。

A
　
ハ
ー
ド
整
備
は
町
が
、
利
用
管
理

は
指
定
管
理
者
が
お
こ
な
う
。

Q
　
公
園
駐
車
場
の
利
用
が
有
料
に
な

る
が
、
金
額
や
既
存
利
用
者
に
対

す
る
配
慮
は
。

A
　
適
正
な
利
用
の
た
め
有
料
化
を
検

討
し
て
い
る
。
住
民
の
利
用
料
金

に
つ
い
て
は
、
軽
減
策
を
考
え
る
。

Q
　
事
業
者
選
定
の
審
査
に
お
い
て
管

理
運
営
事
業
者
と
設
計
事
業
者
は

一
つ
の
団
体
と
い
う
認
識
か
。

A
　
一
つ
の
団
体
と
し
て
公
募
を
受
け

付
け
る
。

Q
　
犯
人
は
逮
捕
さ
れ
た
が
、
町
内
で

発
生
し
た
８
件
全
て
が
同
一
犯
な

の
か
。

A
　
特
定
さ
れ
た
案
件
以
外
に
も
容
疑

を
認
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細

は
分
か
っ
て
い
な
い
。

Q
　
隣
接
自
治
体
で
も
被
害
が
出
て
い

る
。
他
の
犯
行
者
が
存
在
す
る
可

能
性
も
あ
る
が
。

A
　
他
の
農
産
物
も
含
め
山
城
管
内
の

Ｊ
Ａ
か
ら
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

Q
　
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
方
々
の

損
害
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
　
年
間
の
農
業
収
入
が
大
幅
に
減
少

し
た
場
合
の
差
額
を
補
填
す
る
保

険
が
あ
る
が
、
適
用
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
。

Q
　
被
害
額
の
算
定
の
方
法
は
。

A
　
価
格
相
場
が
あ
る
が
、
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
の
申
請
に
よ
る
。

休会中の事務調査 防災について ７月29日

■風水害について
　内閣府の避難情報に関するガイドラインに基づいて、
気象庁において作成された５段階の警戒レベルと防災
気象情報や避難情報により、住民の取るべき行動、市
町村の対応、気象庁などの情報、警報などの気象状況
をまとめた表を確認した。その上で、警戒レベルにあ
わせ住民が取るべき行動は、以下のようになる。
〈レベル１〉　最新の気象情報などに注意し、災害へ
　　　　　　　の心構えを高めること。
〈レベル２〉　避難場所や経路の確認。
〈レベル３〉　危険な場所から高齢者等は避難。
〈レベル４〉　危険な場所から全員避難。
〈レベル５〉　すでに氾濫が発生しているため、命を
　　　　　　　守る行動をとる。
■地震について
　地震情報の種類や、最大震度５弱以上の揺れが予想
された場合の緊急地震速報の基準のほか、断層のずれ
や、南海トラフ地震が発生した場合に予想される被害
状況を確認した。７月25日から、国、自衛隊、消防等
が活動するオペレーションルームも完成した京都府の

危機管理センターが全面運用される。京都府と連携し
ながら、災害時に迅速に情報を得て、住民の安心安全
に努める。

■質疑応答
Q　高齢者、避難行動要支援者などの避難情報の連携、
避難支援の情報共有はどうなっているのか。

A　要支援者名簿があり、民生委員、自治会長などと
情報共有している。

久
御
山
中
央
公
園
の

再
整
備
に
つ
い
て

農
産
物
（
九
条
ね
ぎ
）

盗
難
事
件
に
つ
い
て

久御山町は、本年４月より総務課に防災危機管理担当課長を配置した。想定される大規模災害等に対応するため
のセクションとなる。総務事業常任委員会は、総務部総務課に出席を求め、「防災について」の調査をおこなった。

機能強化された京都府危機管理センター情報統制室

　

９
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
へ
の
付
託
案
件
は
な
く
、
各
部
か
ら
行
政
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

総務事業
常任委員会

９月27日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金
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Q
　
改
正
案
で
「
被
保
険
者
証
の
返
還

に
応
じ
な
い
場
合
」
を
削
除
す
る

の
は
保
険
証
が
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
変
わ
る
た
め
か
。

　
　

ま
た
、
虚
偽
の
届
け
出
は
あ
っ
た

の
か
。

A
　
被
保
険
者
証
の
新
規
交
付
と
な
り
、

現
行
の
条
文
が
そ
ぐ
わ
な
く
な
る

の
で
、
削
除
す
る
。
ま
た
、
虚
偽

の
届
け
出
の
事
例
は
、
本
町
で
は

確
認
し
て
い
な
い
。

Q
　
７
０
０
万
円
を
超
え
た
の
は
、
主

に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
購
入
か
。

A
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
増
え
た
こ
と

で
今
回
、
単
価
が
大
幅
に
上
が
っ

た
。

Q
　
ど
う
し
て
議
会
に
諮
ら
な
か
っ
た

の
か
。

A
　
消
耗
品
が
財
産
の
取
得
に
あ
た
る

と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
。
認
識
不
足
は
、
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

休会中の事務調査 健康センターいきいきホールの事業について ７月30日

■質疑応答
Q　なかなかいきいきホールに来られない人への対応は。
A　クロスピアくみやま、荒見苑などで利用できる出
張プログラムを実施している。

Q　個人の体力レベルや
機器マシーンの利用
目的は異なるが。

A　事前に身体状況のア
ンケートをおこない、
機器の使い方や回数
などを個別にアドバ
イスする。

議
案
第
54
号

国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
63
号

財
産
の
取
得
の
追
認
に
つ
い
て

民生教育常任委員会は、民生部福祉課に出席を求め、「健康センターいきいきホールの事業について」の調査として、
現地視察をおこなった。

　
昨
年
交
付
さ
れ
た
「
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
一
部
施
行
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
法
第
１
２
７
条
第
１
項
（
罰

則
規
定
）
が
一
部
削
除
さ
れ
た
た
め
、
本

条
例
の
罰
則
規
定
（
第
12
条
）
を
一
部
削

除
す
る
。　

　
＊
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
施
行
。

　
本
議
案
は
本
年
９
月
11
日
、
山
城
教
育

局
の
確
認
連
絡
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、

本
年
３
月
27
日
に
随
意
契
約
し
た
教
師
用

指
導
書
な
ど
の
購
入
費
が
７
０
０
万
円
以

上
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に

諮
る
こ
と
な
く
支
払
い
を
完
了
し
た
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
追
認
議
案
と
し
て
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
か

　

９
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委

員
長
）
に
２
議
案
と
請
願
１
件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま

し
た
。
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま

す
。

（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

民生教育
常任委員会

10月2日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康

事業は？：介護予防の事業を実施
・住民の健康保持・増進のための総合的なサービスを
提供するため、平成15年4月に開館。
・利用対象者：40歳以上で町内在住、在勤者。
・主な事業：介護保険法上の取り組みとして、町指定
の久御山いきいき教室以外にさまざまな教室など、
介護予防の事業を実施。

運営は？：指定管理者制度を活用
・委託先：（株）ノーザンライツ・コーポレーション
　＊平成21年に指定管理者制度を導入。以降、現在ま

で、継続して運営を委託。

緊急時の対応・体制は？
≪現場スタッフの動き≫
　★発見した状態・状況、症状の把握
　★応急措置(心肺蘇生・ＡＥＤ）
　　＊必要な場合は速やかに110番・119番

＊「いきいきホール緊急体制図」より作成

いきいき
ホール 連絡する

●町役場福祉課
●ご家族・緊急連絡先
●警察・消防
●（株）ノーザンライツ
・コーポレーション

　（本社）
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令和５年度決算
決算現地審査の様子
（公共下水道管渠改築工事<栄2丁目>）

　９月会議において、令和５年度一般会計など７会計の決算が、予算決算常任委員会（戸川和子委員
長）に付託され、現地審査を含め、延べ６日間にわたる審査をおこないました。あわせて、令和６年度
一般会計など７会計の補正予算も付託され、審査をおこないました。
　一般会計の決算は歳入総額86億6782万円、歳出総額82億5216万円で、差引額４億1566万円と
なり、実質単年度収支は９年連続の黒字となりました。
　委員会採決では全ての会計を認定、可決すべきものと決し、本会議最終日に委員長から報告があり、
採決の結果、いずれの会計も認定、可決となりました。
　決算審査について、部局別審査での主な質疑を報告します。

全ての会計を認定

予算決算常任委員会
の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

令和5年度会計決算 （▲＝不足額）

*万円未満四捨五入

区　分
一般会計

国民健康保険（事業勘定）
三郷山財産区

介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
後期高齢者医療
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）

特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

歳入総額
86億6782万円
18億496万円
2588万円

16億750万円
1552万円

3億4663万円
5億6263万円
9078万円

8億4157万円
1億5683万円

82億5216万円
17億8571万円

2540万円
15億3048万円

937万円
3億2987万円
6億1764万円
2億267万円
7億6173万円
3億3061万円

4億1566万円
1925万円
48万円

7702万円
615万円
1676万円

▲5501万円
▲1億1189万円

7984万円
▲1億7378万円

歳出総額 差引額

予算決算
常任委員会
REPORT
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Q
　
バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
設
置
の
考
え

は
。

A
　
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
最
適
な
の
か
研
究
し

て
い
く
。

Q
　
総
合
防
災
訓
練
実
施
の
評
価
は
。

A
　
劇
場
型
訓
練
実
施
で
住
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
細
部
に
わ
た
り
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

Q
　
来
年
度
に
繰
り
越
す
理
由
は
。

A
　
機
材
不
足
の
た
め
。

主
な
質
疑

Q
　
各
自
治
会
に
担
当
者
と
し
て
、
職

員
派
遣
の
考
え
は
。

A
　
担
当
を
決
め
ず
に
、
一
括
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
業
務
の
結
果
と

今
後
に
つ
い
て
。

A
　
地
盤
沈
下
や
液
状
化
も
な
い
の
で

令
和
７
年
度
に
向
け
、
保
存
・
活

用
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
社
会
実
験
の
内
容
は
。

A
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
営

を
実
施
し
た
。

Q
　
地
域
子
育
て
モ
デ
ル
事
業
の
内
容

は
。

A
　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
さ
れ
た
住
民
団
体
に
、
一

団
体
15
万
円
を
上
限
に
補
助
を
す

る
。

久
御
山
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備

旧
山
田
家
住
宅

保
存
・
活
用
事
業

ま
ち
の
駅

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

防
　
　
災

公
共
交
通

自
治
会
活
動
支
援

子
育
て
支
援

▲大内川サイホン施設修繕工事 ▲全世代・全員活躍まちづくりセンター周辺外構
　および駐車場整備工事

決算現地審査の様子

くみやま 議会だより　No.176（7）



⑩久御山町かわまちづくり構想の推進
⑪環境都市「くみやま」の推進
⑫全国一番の子育て環境のまちづくり
⑬継続的なケアの実現
⑭地域コミュニティの活発化
⑮経済的格差の縮減による学びの保障
⑯教育環境の整備
⑰第３次生涯学習推進計画に基づく生涯学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　習の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑱歴史・文化の保存と継承

 

﹇
請
願
第
２
号
﹈
ケ
ア
労
働
者
の
持
続
的

な
賃
上
げ
と
人
員
確
保
の
保
障
を
国
に
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

請
願
は
、
10
月
２
日
に
審
査
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
10
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て

委
員
会
で
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
本

会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

〈
請
願
人
〉
　
京
都
医
療
介
護
労
働
組
合

連
合
会　

執
行
委
員
長　

勝
野　

由
起
恵

〈
紹
介
議
員
〉
中
野　

ま
す
み

【
請
願
事
項
】

一
、
医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人
員
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
、
政
府
の
責
任
で
、
全
額
公

費
に
よ
る
追
加
の
賃
上
げ
支
援
策
を
実
行

す
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

　

二
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
を
継
続

的
・
安
定
的
に
賄
え
る
よ
う
、
診
療
報
酬

と
介
護
報
酬
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
伴
い
増
え
る
患
者
・
利

用
者
負
担
の
軽
減
措
置
を
講
じ
る
よ
う
国

に
対
し
求
め
る
こ
と
。

【
審
査
内
容
】

　

「
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
は
、
利
用
者
の

負
担
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ラ
ン
ス

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決
し

ま
し
た
。 請

願
は
不
採
択

■賛否が分かれた議案
９月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会派に
属さない
議員

結
　
果

内
田
　
孝
司

芦
田
　
祐
介

田
井
　
　
稔

大
宮
　
竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口
　
房
次

濱
口
　
隆
志

辻
　
　
　
徹

松
本
　
義
裕

島
　
　
宏
樹

戸
川
　
和
子

岩
田
　
芳
一

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

－

×

×

×

×

×

×

〇

〇

－

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

－

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

※

※

※

※

※

※

※

※

※

同意

可決

認定

認定

認定

認定

認定

可決

不採択

教育委員会教育長の任命同意 

一般会計（第３号）

一般会計 

国民健康保険特別会計（事業勘定） 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

財産の取得の追認 

ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の保障を国
に求める意見書提出に関する請願書  

人事

５年度
決算

その他

請願

６年度
補正予算

一般会計（第２号）の専決処分の承認

国民健康保険特別会計（事業勘定）（第１号） 

三郷山財産区特別会計（第１号） 

介護保険特別会計（第１号） 

後期高齢者医療特別会計（第１号） 

水道事業会計（第１号） 

下水道事業会計（第１号） 

６年度
補正予算

■全員賛成の議案
議会委員会条例一部改正

議会会議規則一部改正

再審法改正に向けて審議促進を求める意見書

固定資産評価審査委員会委員の選任同意

教育委員会委員の任命同意

国民健康保険条例一部改正

三郷山財産区特別会計

下水道事業会計

委員会
提出

５年度
決算

意見書

条例

人事

ま
か
な

議案第47号  令和５年度一般会計歳入歳出決算認定について

賛
　
　
成

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
弾
力
的
に
対
応

で
き
る
財
政
状
況
で
あ
る

塚
本
　
五
三
藏

　
平
成
27
年
度
か
ら
９
年
連
続
の
黒
字

で
前
年
度
に
続
き
税
収
50
億
円
の
確
保

は
、多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
弾
力

的
に
対
応
で
き
る
財
政
状
況
で
あ
る
。

新
市
街
地
開
発
よ
り
、地
域
交
通
の
充

実
、安
全
を
守
る
消
防
職
員
の
増
員
を

巽
　
悦
子

　
豊
か
な
農
地
を
壊
し
、多
額
の
税
金

を
投
入
し
て
整
備
す
る
新
市
街
地
開
発

よ
り
も
、交
通
不
便
地
解
消
、消
防
職

員
を
増
や
し
て
国
が
示
す
算
定
数
63
人

に
。

議
会
の
議
決
権
を
侵
害
す
る
法
令
違

反
は
到
底
容
認
で
き
な
い

芦
田
　
祐
介

　
本
来
必
要
な
町
議
会
の
議
決
を
得
ず

に
教
師
用
指
導
書
な
ど
を
購
入
し
て
い

た
こ
と
は
、重
大
な
法
令
違
反
で
あ
り
、

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
５
ペ
ー

ジ
参
照
） 反

　
　
対

討論

くみやま 議会だより　No.176 （8）



各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、代表質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

質問者 質問項目 ページ

町長選挙後初となった定例会９月会議では、４人の議員が会派を代表して代表質問を
おこないました。

４
会
派
が
町
政
方
針
を
問
う

代表質問

町長公約『シン・歴史の創造 く・み・や・ま 夢実現計画』
①自助・共助・公助の防災力強化
②防犯まちづくりの取組強化
③公共インフラ等の計画的な整備
④宇治川に新たな防災拠点を整備
⑤新市街地「みなくるタウン」のまちびらき
⑥安定的な地域公共交通の推進
⑦東西道路の強化
⑧第３期産業振興計画「くみやま夢トライプラン」の
　推進
⑨まちの駅クロスピアくみやまを拠点とした賑わいの
　創出

⑩久御山町かわまちづくり構想の推進
⑪環境都市「くみやま」の推進
⑫全国一番の子育て環境のまちづくり
⑬継続的なケアの実現
⑭地域コミュニティの活発化
⑮経済的格差の縮減による学びの保障
⑯教育環境の整備
⑰第３次生涯学習推進計画に基づく生涯学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　習の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑱歴史・文化の保存と継承

①町長選挙公約70の宣言
②「マイナンバーカード保険証」の普及と促進等 P10戸川　和子 議員

公明党議員団
とがわ かずこ

①全国一番の子育て環境のまちづくり
②水道料金の改定 P11辻　　　徹 議員

くみやまみらい
つじ とおる

①みらいに進化するまちづくり P12樋口　房次 議員
＠くみやま

ひぐち ふさつぐ

①2024年８月25日投票の選挙公約
②加齢による難聴者への補聴器購入の補助 P13中野ますみ 議員

日本共産党議員団
なかの

くみやま 議会だより　No.176（9）



民
生
部
長

　
春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
の
終
業

式
前
と
始
業
式
後
の
短
縮
授
業
時
の
給

食
実
施
の
考
え
は
。

　

来
年
度
以
降
の
課
題
と
し
て
、
教
育

委
員
会
と
各
学
校
が
協
議
す
る
よ
う
に

す
る
。

　
一
時
保
育
事
業
、
在
宅
家
庭
へ
の
支

援
策
と
し
て
利
用
料
を
無
償
に
す
べ
き

で
は
。

　

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化

に
伴
い
、
在
宅
保
育
の
家
庭
の
心
理

的
・
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
強
化
し
た

い
。
保
育
料
無
償
化
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
一
時
保
育

事
業
利
用
料
を
無
償
化
し
た
い
。

　
小
学
校
の
体
育
館
は
、
猛
暑
の
た
め

　
町
長
は
、
全
て
の
世
代
、
全
て
の
方

々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
を
持

ち
、
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
新
た
に
70
の
宣
言
を
掲
げ
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
公
約
に
書
か
れ
た
給
食
の
無
償
化
の

実
施
時
期
は
。

　

令
和
７
年
度
以
降
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
の
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

野
外
で
運
動
が
で
き
な
い
場
合
の
体
育

の
授
業
や
、
部
活
動
、
各
種
行
事
、
さ

ら
に
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
活

用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
３
小
学
校
の
体
育
館
の
空
調
整
備
は

早
く
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
が
、

事
業
費
総
額
と
工
事
完
了
時
期
は
。

　

近
年
、
記
録
的
猛
暑
が
続
く
中
、
児

童
の
熱
中
症
対
策
や
災
害
時
の
避
難
者

の
健
康
管
理
を
考
え
る
と
、
小
学
校
の

体
育
館
は
で
き
る
だ
け
早
く
、
計
画
的

に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

工
事
設
計
な
ど
事
業
計
画
を
固
め
な

が
ら
、
財
源
の
確
保
に
努
め
た
上
で
、

速
や
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
行
の
健
康
保
険
証
の
発
行
は
、
令

和
６
年
12
月
２
日
に
完
了
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
保
険
証
利
用
を
基

本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
て
い
く
。

　
た
だ
し
、
令
和
６
年
12
月
２
日
時
点

で
有
効
な
健
康
保
険
証
は
、
最
大
１
年

間
有
効
と
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
希
望
す
る
人
に
紐

づ
け
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
利
用
促
進
の
た
め
の
広
報
活
動
を
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
の
更
新
の
際
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
及
び
健
康

保
険
証
利
用
登
録
の
案
内
チ
ラ
シ
を
同

封
す
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
周

知
を
お
こ
な
う
な
ど
、
窓
口
や
広
報
く

み
や
ま
掲
載
を
通
し
て
住
民
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

給
食
の
無
償
化

実
施
時
期
は

Q
令
和
７
年
度
以
降
の

で
き
る
だ
け
早
い
時
期

A

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

促
進
の
広
報
活
動
は

Q
窓
口
や
広
報
く
み
や
ま

の
掲
載
な
ど

A 町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

質
　
問

給食の様子

公明党議員団

動画はこちら
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戸川　和子



　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

公
立
小
中
学
校
に
通
学
す
る
町
内
在
住

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
学
校
給
食
の

無
償
化
を
進
め
た
い
。

　

さ
ら
に
、
農
村
地
域
の
御
牧
校
区
に

お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、
地

域
全
体
の
居
場
所
と
し
た
い
と
の
思
い

を
込
め
て
、
「
み
ま
き
っ
こ
ま
ん
な
か

応
援
村
」
と
名
付
け
て
開
設
し
た
い
。

　

子
育
て
世
代
で
に
ぎ
わ
う
中
央
公
園

整
備
に
つ
い
て
は
、
芝
生
公
園
で
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
遊
ん
で
い
る
姿
を
親

が
見
守
る
な
ど
、
久
御
山
な
ら
で
は
の

公
園
に
し
た
い
。

　
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
こ
ど
も
園
の
無
償
化
を

は
じ
め
学
校
給
食
の
無
償
化
、
（
仮

称
）
み
ま
き
っ
こ
ま
ん
な
か
応
援
村
の

開
設
、
子
育
て
世
代
で
に
ぎ
わ
う
中
央

公
園
整
備
な
ど
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
て

い
た
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

　　

本
町
を
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
の

町
と
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
子
育

て
家
庭
の
就
労
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料

を
全
て
の
家
庭
を
対
象
に
、
本
年
11
月

か
ら
無
償
と
す
る
。

　
去
る
９
月
13
日
、
適
正
な
料
金
改
定

に
つ
い
て
久
御
山
町
上
下
水
道
事
業
経

営
審
議
会
か
ら
の
答
申
が
あ
り
、
料
金

改
定
率
を
必
要
最
低
限
の
16
・
９
％
と

示
さ
れ
た
が
。

　

水
道
事
業
は
、
受
益
者
負
担
に
よ
る

独
立
採
算
制
が
経
営
の
原
則
と
さ
れ
る

公
営
企
業
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
定
め
ら
れ
た
基
準
の
範
囲

内
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
経
費
は

料
金
収
入
で
賄
い
、
利
用
者
が
支
え
て

い
く
も
の
。

　

今
回
、
料
金
改
定
を
し
な
け
れ
ば
近

い
将
来
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
す
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
状
況
で
は
、
配
水

管
の
耐
震
化
や
浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ

の
更
新
な
ど
が
で
き
ず
、
利
用
者
に
安

全
・
安
心
な
水
が
供
給
で
き
な
い
状
況

に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

　

改
定
率
は
、
久
御
山
町
上
下
水
道
事

業
審
議
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
、
現
下
の
物
価
高
騰
な
ど
の
状
況
も

踏
ま
え
、
16
・
９
％
の
必
要
最
低
限
の

料
金
改
定
率
に
抑
制
し
た
答
申
を
得
た
。

　

ま
た
、
小
口
使
用
者
に
最
大
限
の
配

慮
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
内
容
や
付

帯
意
見
な
ど
に
基
づ
き
、
今
後
、
料
金

改
定
を
し
て
い
く
。

全
国一番
の
子
育
て
環
境

の
ま
ち
づ
く
り
と
は

Q
保
育
料
無
償
化
、学
校

給
食
無
償
化
等
を
進
め
る

A

水
道
料
金
の
改
定
は

Q
必
要
最
低
限
の
改
定
率

に
抑
制
す
る

A

質
　
問

町
　
長

町
　
長

質
　
問

お
ち
い

ま
か
な

町立　さやまこども園

くみやまみらい

動画はこちら

つじ とおる
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コ
ロ
ナ
禍
以
外
に
も
物
価
高
騰
や
労

働
力
不
足
、
人
口
減
少
も
加
速
化
し
て

い
る
。
ま
ち
び
ら
き
ま
で
に
想
定
し
て

い
る
都
市
計
画
道
路
の
設
置
、
産
業
立

地
促
進
ゾ
ー
ン
へ
の
進
出
企
業
と
税
収

入
の
見
込
み
は
当
初
計
画
通
り
か
。

　

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
は
、
産
業
の

柱
と
な
る
農
業
と
連
携
す
る
企
業
な
ど

新
た
な
も
の
づ
く
り
産
業
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
、
相
当
分
の
税
収
増
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

都
市
計
画
道
路
は
市
田
地
区
内
へ
の

車
両
流
入
抑
制
や
府
道
の
渋
滞
解
消
な

ど
を
考
慮
し
、
計
画
を
変
更
し
、
整
備

を
進
め
て
い
る
。

町
　
長

質
　
問

　

今
夏
の
選
挙
の
公
約
で
町
長
は
、

『
み
ら
い
に
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
』

と
し
て
「
み
な
く
る
タ
ウ
ン
」
の
計
画

遂
行
を
訴
え
た
。
「
進
行
が
遅
い
」
と

相
手
候
補
者
に
指
摘
さ
れ
た
が
、
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
。

　

令
和
７
年
度
の
ま
ち
び
ら
き
を
め
ざ

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
地
権
者
総
会
の
開
催
が
困
難
に
な
っ

た
。
合
意
形
成
を
慎
重
に
お
こ
な
っ
た

こ
と
や
市
街
化
区
域
編
入
の
遅
れ
も
あ

っ
た
が
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予
定

通
り
に
進
ん
で
い
る
。

　
産
業
の
振
興
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
」
や
「
旬
菜
の
里
」
が
中
核
拠
点
と

な
る
が
、
運
営
や
周
辺
開
発
に
つ
い
て

は
今
ま
で
住
民
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
声
を
聞
い
て
き
た
。

　
ホ
テ
ル
の
進
出
や
大
型
商
業
施
設
と

の
連
携
は
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
と
し
て
好
機
と
捉
え
る
が
、
大
内
周

辺
の
開
発
は
ど
の
よ
う
に
み
ら
い
に
進

化
し
て
い
く
の
か
。

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
は
、
令
和
３

年
度
に
実
施
し
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度

７
月
か
ら
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

本
格
実
施
し
て
い
る
。

　

旬
菜
の
里
は
、
こ
れ
ま
で
久
御
山
ブ

ラ
ン
ド
の
推
進
に
尽
力
し
て
も
ら
っ
て

き
た
。
設
立
当
初
よ
り
減
少
し
た
売
上

の
現
状
を
踏
ま
え
、
外
部
の
力
を
用
い

た
経
営
力
強
化
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

南
大
内
地
区
の
周
辺
整
備
は
、
大
型

商
業
施
設
と
の
協
議
の
場
で
増
床
の
検

討
を
確
認
し
て
い
る
。

　

来
年
春
開
業
の
本
町
初
と
な
る
ホ
テ

ル
を
中
心
と
し
た
連
携
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
立
地
支
援
協
力
会
議
を
実
施
し
、

大
型
商
業
施
設
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
、

京
都
府
お
よ
び
本
町
が
連
携
し
、
観
光

活
用
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
促
進
、
農
産
物

活
用
促
進
に
活
か
せ
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
さ
ら
に
周
辺
の
土
地
利

用
が
進
み
、
南
大
内
地
区
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確

信
を
し
て
い
る
。

南
大
内
地
区
は
み
ら
い
へ

進
化
す
る
の
か

Q
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

確
信
し
て
い
る

A質
　
問

町
　
長

町
　
長

質
　
問

＠くみやま
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空から見たみなくるタウン予定地付近

ホテル進出に期待の高まる南大内地区

ひぐち ふさつぐ

樋口　房次
動画はこちら



し
て
い
る
。

　
宇
治
川
沿
い
に
整
備
す
る
防
災
拠
点

お
よ
び
（
仮
称
）
久
御
山
町
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
災
害
時
の
避

難
場
所
と
す
る
の
か
。

　

淀
川
舟
運
活
性
化
協
議
会
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
淀
川
舟
運
の

復
活
に
よ
り
大
阪
府
や
京
都
府
、
沿
川

の
市
町
に
よ
り
令
和
３
年
度
に
設
立
、

本
町
も
設
立
当
初
か
ら
参
画
し
て
い
る
。

　

淀
川
沿
川
地
域
で
は
、
定
期
観
光
船

の
就
航
や
水
辺
空
間
の
魅
力
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
淀
川
舟
運

活
性
化
協
議
会
の
参
画
団
体
と
連
携
し

て
国
の
工
事
で
発
生
す
る
掘
削
土
の
運

搬
の
た
め
の
仮
設
船
着
き
場
を
、
将
来

的
に
舟
運
事
業
で
活
用
し
た
い
。

　

宇
治
川
に
隣
接
す
る
西
一
口
地
域
は
、

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
な
が
ら
、
災
害

時
の
防
災
施
設
と
な
る
よ
う
、
国
と
共

同
で
整
備
を
進
め
る
た
め
の
協
議
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

防
災
関
係
の
施
設
と
し
て
は
、
水
防

倉
庫
や
水
防
団
の
待
機
場
所
を
想
定
し

て
い
る
。

　

高
台
の
広
場
整
備
を
お
こ
な
い
、
屋

　
町
内
２
カ
所
に
交
番
は
あ
る
が
、
困

り
ご
と
で
訪
れ
て
も
警
察
官
の
不
在
が

多
く
、
緊
急
な
対
処
が
不
可
能
で
は
と

感
じ
て
い
る
。

　
更
な
る
機
能
強
化
と
は
、
早
く
交
番

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
で
は
。

　

昨
年
度
と
今
年
度
は
、
府
知
事
要
望

に
加
え
、
府
警
察
本
部
長
へ
要
望
書
を

直
接
手
渡
し
て
い
る
。
町
の
中
心
部
と

な
る
商
業
交
流
エ
リ
ア
に
は
大
規
模
商

業
施
設
が
あ
り
、
来
年
に
は
ホ
テ
ル
の

開
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
東

部
へ
の
交
番
新
設
の
実
現
を
強
く
要
望

外
の
一
時
的
な
避
難
場
所
に
な
る
よ
う

考
え
て
い
る
。

　
（
仮
称
）
久
御
山
町
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
と
し
た
御
牧
地

域
の
活
性
化
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
。

　

国
が
仮
設
す
る
船
着
き
場
を
拠
点
と

し
て
、
農
業
、
農
作
業
の
体
験
や
農
業

者
と
の
連
携
し
た
事
業
、
旧
山
田
家
住

宅
と
の
連
携
、
舟
運
を
活
用
し
た
広
域

連
携
の
事
業
の
実
施
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
加
齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
補
助
に
つ
い
て
聞
く
。

　
世
代
間
交
流
に
と
っ
て
、
会
話
は
大

事
な
要
素
で
あ
る
。
特
に
災
害
時
は
、

正
し
い
情
報
が
入
り
に
く
い
た
め
、
自

力
で
の
避
難
は
難
し
い
。

　
令
和
５
年
12
月
現
在
、
補
聴
器
購
入

補
助
実
施
自
治
体
は
、
２
３
８
自
治
体

に
増
え
て
い
る
。
国
が
や
ら
な
け
れ
ば
、

本
町
独
自
で
制
度
を
作
れ
ば
良
い
の
で

は
。

　

現
状
で
は
、
難
聴
と
認
知
機
能
の
低

下
の
因
果
関
係
は
、
明
確
で
な
い
こ
と

に
加
え
、
聴
覚
障
害
者
手
帳
保
持
者
に

は
、
補
装
具
費
支
給
制
度
が
あ
る
。

　

国
が
施
策
を
創
設
す
べ
き
で
あ
り
、

町
単
独
事
業
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

交
番
の
新
設・機
能
強
化

に
つ
い
て

Q
町
内
北
東
部
へ
の
交
番

新
設
の
実
現
を
強
く
要
望

A

補
聴
器
購
入
補
助
、独
自

で
制
度
を
作
れ
ば

Q
国
が
創
設
す
べ
き
で
、

町
単
独
で
は
考
え
て
な
い

A

質
　
問

町
　
長

町
　
長

総
務
部
長

都
市
整
備
部
長

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

質
　
問

日本共産党議員団
なかの

中野ますみ
動画はこちら
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こ
こ
が

き
た
い

聞
一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

はまぐち ①４期目町長が掲げる70の宣言の子育て支援策
②町道新開地林線の古川右岸 P15一問

一答濱口　隆志 議員
たかし

①防災と減災
②カスタマーハラスメント（カスハラ）対策 P16一問

一答田井　　稔 議員
みのるたい

①北陸新幹線延伸計画の敦賀・新大阪ルート（案）
②上下水道事業 P18一問

一答巽　　悦子 議員
えつこたつみ

4議員が
登壇

一般
質問

①子育て環境整備で学校の長寿命化及び統廃合
②民生部の福祉課を分割再編とスペース拡張 P17一問

一答塚本　五三藏 議員
つかもと いさお

くみやま 議会だより　No.176（14）



　
町
道
新
開
地
林
線
（
ト
ッ
プ
ワ
ー
ル

ド
前
）
の
道
路
は
危
険
箇
所
の
一
つ
。

最
近
設
置
さ
れ
た
参
道
橋
の
ポ
ー
ル
設

置
の
町
の
考
え
方
は
。

　

参
道
橋
東
詰
交
差
点
で
は
、
こ
れ
ま

で
地
元
自
治
会
や
宇
治
警
察
署
と
も
協

議
を
し
な
が
ら
、
「
速
度
落
と
せ
」
の

路
面
標
示
や
「
飛
び
出
し
坊
や
」
の
設

置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
安
全
対
策

を
実
施
し
て
き
た
。

　

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
、
歩
行
者
や
自
転

車
が
参
道
橋
か
ら
交
差
点
に
飛
び
出
し

に
く
く
す
る
こ
と
、
北
進
車
両
へ
の
注

意
喚
起
お
よ
び
北
側
の
参
道
橋
に
寄
せ

過
ぎ
な
い
た
め
の
安
全
対
策
と
し
て
設

置
し
た
も
の
で
、
設
置
の
際
に
は
、
隣

接
す
る
自
治
会
の
ミ
サ
ワ
林
、
林
、
東

佐
山
団
地
自
治
会
の
自
治
会
長
に
報
告

し
、
設
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
町
道
新
開
地
林
線
古
川
右
岸
地
域
の

通
り
抜
け
に
関
し
て
、
今
後
の
安
全
対

策
、
さ
ら
に
物
理
的
デ
バ
イ
ス
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

試
験
的
に
仮
設
ハ
ン
プ
（
※
）
設
置

を
考
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
問
題
な
く

効
果
が
見
込
め
る
場
合
、
最
終
的
に
本

設
の
設
備
の
検
討
も
し
て
い
き
た
い
。

（
※
）
道
路
の
一
部
を
隆
起
さ
せ
、
振

動
を
及
ぼ
す
こ
と
で
運
転
者
に
減
速
を

促
す
構
造
物
の
総
称
。

質
　
問

質
　
問

　
給
食
費
の
無
償
化
は
ど
の
よ
う
な
予

定
な
の
か
。

　

早
け
れ
ば
令
和
７
年
度
か
ら
、
久
御

山
町
在
住
で
公
立
の
小
中
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
ど
も
園
で
も
同
じ
時
期
か

ら
を
考
え
て
い
る
。

　
「
全
国
一
の
子
育
て
環
境
」
を
め
ざ

す
４
期
目
町
長
の
子
育
て
支
援
に
対
す

る
思
い
は
。

　

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
が
、
地
域
の

人
た
ち
と
と
も
に
経
済
的
に
も
安
定
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
へ
の
愛

着
を
育
み
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
と
成
長

で
き
る
。

　

そ
し
て
大
人
に
な
り
、
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
側
に
回
る
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、
若
い
世
代

も
家
庭
を
持
つ
こ
と
に
不
安
感
を
感
じ

る
こ
と
が
減
り
、
少
子
化
対
策
に
も
つ

な
が
る
。

　

町
の
宝
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
く
、
明
る
い
久
御
山
の

未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
私
が
訴
え
て
き
た
第
１
子
か
ら
の
保

育
料
の
完
全
無
償
化
が
、
今
年
の
11
月

か
ら
の
実
施
と
な
り
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

感
は
評
価
で
き
る
。
こ
の
秋
か
ら
の
実

施
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
出
生
数
が
大
幅
に
減
少

し
た
。
物
価
高
が
続
い
て
い
る
と
い
う

現
状
も
あ
り
、
な
る
べ
く
早
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
支
援
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
考
え
、
今
年
秋
か
ら
の
実
施
と

し
た
。 給

食
費
無
償
化
は

ど
の
よ
う
な
予
定
な
の
か

Q
早
け
れ
ば
令
和
７
年
度

か
ら
の
実
施

A

古
川
右
岸
道
路
に

物
理
的
デ
バ
イ
ス
設
置
は

Q
試
験
的
に
仮
設
ハ
ン
プ（※

）

設
置
を
考
え
て
い
る

A

質
　
問

質
　
問

町
　
長

民
生
部
長

教
育
次
長

質
　
問

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

動画はこちら

はまぐち たかし
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参道橋前のラバーポール

早期の給食費無償化に期待



質
　
問

　
大
規
模
な
地
震
や
風
水
害
の
発
生
時
、

自
主
防
災
会
や
自
治
会
な
ど
へ
瞬
時
に

情
報
共
有
が
で
き
る
連
絡
体
制
の
整
備

が
必
要
と
思
う
が
。

　

自
治
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
瞬

時
に
情
報
提
供
で
き
る
戸
別
受
信
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
の
で
、
普
及
啓
発
に
努
め

多
く
の
方
に
登
録
い
た
だ
け
る
よ
う
促

進
し
た
い
。

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
避
難
対
策
。

特
に
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
へ
「
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
、
ど
う
す
る
の
か
」
、
ぜ

ひ
と
も
自
治
会
な
ど
に
出
向
き
、
現
状

を
確
認
い
た
だ
き
、
自
治
会
な
ど
と
一

緒
に
な
っ
て
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
で
で
き
る
防
災
・
減

災
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

　
８
月
８
日
に
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
取
ら
れ
た
の
か
。

　

町
長
の
指
示
に
よ
り
、
災
害
警
戒
本

部
を
設
置
し
、
24
時
間
体
制
で
１
週
間

を
め
ど
に
警
戒
に
当
た
っ
た
。

　

ま
た
、
臨
時
の
部
長
会
議
を
開
催
し
、

災
害
警
戒
体
制
の
確
認
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

が
発
表
さ
れ
た
こ
と
の
周
知
と
各
家
庭

等
で
地
震
発
生
に
備
え
て
い
た
だ
く
注

意
喚
起
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
実
施
し
た
。

　

防
災
対
策
の
研
修
・
訓
練
な
ど
、
自

治
会
へ
出
向
い
て
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
取
扱
い
や
関
係
機
関
の
役
割
分

担
な
ど
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
町
長
の
自
助
・
共
助
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
推
し
進
め
る
思
い
は
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま

る
中
、
地
域
で
活
躍
す
る
防
災
士
を
養

成
し
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
る
。

こ
れ
に
よ
り
自
助
・
共
助
が
根
強
く
浸

透
し
て
い
き
、
災
害
に
強
い
絆
を
持
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
す
る
、

暮
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
顧
客
で
あ
る
立
場
を
利
用
し
て
、
組

織
や
従
業
員
に
対
し
て
理
不
尽
な
要
求

を
す
る
行
為
で
あ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
、
民
間
企
業
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
町
村
の
窓
口
で
も
増
え
て

い
る
。
職
員
の
生
産
性
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
電
話
に
録
音

機
能
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
職
員
の

マ
ナ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
住
民
の
皆

さ
ま
の
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
意
識
を

し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
職
員

が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
後
電
話

の
録
音
機
能
の
導
入
を
進
め
る
。

防
災
と
減
災
に
つ
い
て

自
助・共
助
へ
の
支
援
を

Q
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、

地
域
の
防
災
活
動
に
支
援

A

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
電
話

へ
の
録
音
機
能
の
導
入
は

Q
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
の
た
め

録
音
機
能
の
導
入
を
進
め
る

A

質
　
問

町
　
長

総
務
課
担
当
課
長

総
務
課
担
当
課
長

総
務
課
担
当
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

戸別受信システムの登録を
（空メールを送信してください）

高まる地域での防災意識

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔

くみやま 議会だより　No.176（16）



　

「
地
域
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
達
を

優
先
的
に
考
え
、
小
規
模
校
と
し
て
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
、
「
学
校

施
設
の
長
寿
命
化
」
を
計
画
的
に
進
め

る
。

　

み
な
く
る
タ
ウ
ン
や
中
央
公
園
の
整

備
を
は
じ
め
、
今
後
、
遊
具
が
老
朽
化

し
た
公
園
や
、
新
た
に
整
備
す
る
公
園

は
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
ス
ペ
ー

ス
や
遊
具
の
あ
り
方
な
ど
地
域
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
考
え
る
。

　

５
年
、
10
年
先
の
児
童
数
の
推
移
は
。

　

現
在
の
御
牧
小
1
1
2
名
、
佐
山
小

２
６
３
名
、
東
角
小
2
1
5
名
が
、
10

年
後
に
は
御
牧
小
95
名
、
佐
山
小
1
9

1
名
、
東
角
小
1
8
2
名
と
な
り
、
何

も
し
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
の
学
校
も
減

少
す
る
。

　
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
整
備
や
学

校
の
長
寿
命
化
及
び
統
廃
合
の
考
え
は
。

　

本
町
の
学
校
は
、
地
域
の
学
校
と
し

て
親
し
ま
れ
、
校
区
ご
と
に
繋
が
り
が

あ
り
、
地
域
で
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
意
識
が
強
く
根
付
い
て
い
る
。

　

統
廃
合
は
、
地
域
や
保
護
者
の
方
々

の
思
い
を
聞
く
こ
と
も
大
切
。

　

本
町
も
少
子
高
齢
化
が
更
に
進
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
全
国
一
番
の
子
育
て

環
境
の
町
づ
く
り
で
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
、
子
育
て
環

境
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
施
策
で
、
日
本
に
誇
れ
る
持

続
的
な
ケ
ア
の
確
立
、
幅
広
い
福
祉
課

内
の
分
割
再
編
と
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
は
。

　　

福
祉
課
が
所
管
す
る
業
務
は
、
実
に

広
く
、
同
じ
悩
み
で
あ
っ
て
も
、
家
庭

環
境
に
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
や
解

決
す
る
た
め
の
方
向
性
が
多
種
多
様
で

奥
が
深
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
二
つ
の
係
の
細
分
化
は
検
討

事
項
と
し
、
課
と
し
て
は
福
祉
課
の
ま

ま
と
し
た
方
が
柔
軟
な
対
応
が
図
れ
る
。

　

今
後
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
経
済

活
動
の
不
安
さ
に
よ
る
経
済
困
窮
や
心

の
病
な
ど
、
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
方

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
安
心
の
体
制
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。　
　
　
　

　

民
生
部
全
体
の
ス
ペ
ー
ス
拡
張
は
役

場
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
。

　
役
割
分
担
で
責
任
感
が
必
要
。
福
祉

課
を
再
編
し
、
管
理
職
を
配
置
し
て
は
。

　

組
織
の
再
編
と
体
制
の
強
化
で
職
員

配
置
は
業
務
に
影
響
す
る
た
め
、
管
理

職
の
配
置
は
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。

　
町
独
自
の
介
護
施
策
の
実
績
は
。

　

「
介
護
人
材
確
保
等
補
助
金
」
は
介

護
職
に
必
要
な
国
家
資
格
の
受
験
等
に

係
る
経
費
の
一
部
、
ま
た
は
全
額
を
補

助
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年
に
２
件
、

本
年
は
１
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

「
介
護
人
材
定
着
支
援
補
助
金
」
は

令
和
５
年
４
月
１
日
を
基
準
と
し
て
就

業
２
年
目
に
３
万
円
、
５
年
目
に
５
万

円
を
補
助
す
る
も
の
で
、
本
年
は
２
年

目
と
し
て
１
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

子
育
て
環
境
で
学
校
の

長
寿
命
化
及
び
統
廃
合
は

Q
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
を

計
画
的
に
進
め
る

A

福
祉
課
の
分
割
再
編
と

民
生
部
の
ス
ペ
ー
ス
拡
張
は

Q
福
祉
に
最
適
な
体
制
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る

A

質
　
問

町
　
長

質
　
問

教
育
次
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

総
務
部
長

民
生
部
長

動画はこちら

つかもと いさお
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今
回
は
「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」

だ
が
、
次
の
「
環
境
影
響
評
価
準
備

書
」
へ
と
進
む
と
、
設
計
的
な
も
の
と

な
る
の
か
。　

　

準
備
書
で
は
、
詳
細
な
駅
の
位
置
、

ル
ー
ト
が
公
表
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
準
備
書
を
、
こ
の
段
階
で
作
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
皆
さ
ま
の
願

い
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。　

　

丁
寧
な
地
元
説
明
を
求
め
た
い
。

質
　
問

質
　
問

な
ど
で
大
変
影
響
が
大
き
く
な
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
ル
ー
ト
案
が
示
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　

国
や
機
構
に
お
い
て
、
今
後
、
慎
重

な
調
査
と
丁
寧
な
地
元
説
明
を
お
こ
な

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
８
月
21
日
、
共
産
党
議
員
団
の
主
催

で
北
陸
新
幹
線
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、
い
ろ
ん
な
意

見
が
出
さ
れ
た
（
下
記
）
。

　
町
長
は
、
京
都
府
を
通
じ
、
国
に
住

民
説
明
会
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

京
都
府
を
通
じ
、
説
明
を
申
し
入
れ

て
い
る
。

　
新
幹
線
の
車
両
基
地
が
、
町
内
に
建

設
予
定
と
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
い
つ
か
。

　

８
月
７
日
に
国
交
省
が
発
表
し
た
ル

ー
ト
案
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
か
ら
直

接
連
絡
を
受
け
て
い
な
い
。

　
　
町
内
に
車
両
基
地
を
建
設
と
い
う

大
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
連
絡
が
な
い

の
は
、
お
か
し
い
と
思
う
が
。

　

本
町
と
し
て
は
、
今
後
、
住
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
土
地
利
用
や
経
済
面

　
令
和
４
年
第
３
回
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
検

討
部
会
で
、
本
町
の
佐
古
浄
水
場
の
廃

止
が
提
案
さ
れ
た
。
統
合
ケ
ー
ス
①
は

２
０
４
３
年
、
ケ
ー
ス
②
は
２
０
５
１

年
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
ま
だ
あ
る

（
継
続
）
の
か
。

　
ま
た
、
府
営
水
道
の
第
６
回
料
金
等

専
門
部
会
（
７
月
30
日
）
で
提
示
の
予

備
力
と
は
、
広
域
化
と
し
て
の
予
備
力

か
。

　

現
在
、
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、

佐
古
浄
水
場
の
統
廃
合
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
予
備
力
と
は
、
京

都
府
営
水
道
の
受
水
10
市
町
が
、
何
か

あ
っ
た
時
、
賄
い
合
え
る
水
量
を
い
う
。

　　

市
町
に
予
備
力
は
、
必
要
で
あ
る
。

　

仮
定
と
し
て
広
域
化
し
た
場
合
は
、

広
域
化
さ
れ
た
水
道
事
業
全
体
で
の
予

備
力
に
な
る
。

「
準
備
書
」を
作
ら
せ
て
は

な
ら
な
い
の
で
は

Q
丁
寧
な
地
元
説
明
を

求
め
た
い

A

佐
古
浄
水
場
の
廃
止
案
は

ま
だ
、あ
る（
継
続
）の
か

Q
現
在
、統
廃
合
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

町
　
長

総
務
部
長

上
下
水
道
課
長

事
業
環
境
部
長

ま
か
な

町
　
長

町
　
長

町
内
に
車
両
基
地
計
画
が…

（
国
交
省
、（
独
）鉄
道
・
運
輸
機
構
資
料
よ
り
）

〈説明会での主な意見〉
・立ち退きになるのでは。
・資産価値が下がる。
・環境を壊さないで。
・電波障害でネットが使え
なくなるのでは。

・振動が心配。
・活断層が横断している。
・内水排除問題がある。

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら
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７
月
１
日
〜
２
日
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
の
視
察
及
び
岡
山
県
早
島
町
へ
の
行

政
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

７
月
１
日
の
朝
、
府
中
町
か
ら
集
中
豪

雨
に
よ
り
災
害
対
応
体
制
に
入
っ
た
と
の

連
絡
を
受
け
、
災
害
対
策
が
最
優
先
で
あ

る
と
判
断
し
、
府
中
町
の
視
察
を
取
り
や

め
、
２
日
に
予
定
し
て
い
た
広
島
平
和
記

念
資
料
館
の
視
察
・
見
学
を
１
日
目
に
前

倒
し
を
し
た
。

　

平
和
記
念
資
料
館
の
常
設
展
示
に
は
被

爆
前
の
広
島
が
あ
り
、
ま
た
失
わ
れ
た

人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
は
、
「
焦
土
と
化

し
た
都
市
」
の
写
真
で
想
像
で
き
た
。

▼
放
射
線
に
よ
る
被
害　

　

当
時
20
歳
の
男
性
が
建
物
疎
開
の
作
業

中
に
被
爆
、
そ
の
後
、
鼻
血
が
出
て
、
髪

の
毛
が
抜
け
、
体
中
に
赤
い
斑
点
が
で
き
、

最
期
は
、
血
を
吐
き
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
。

「
意
識
は
確
か
な
ま
ま
で
し
た
」
と
い
う

説
明
文
か
ら
、
放
射
線
に
よ
る
被
害
の
状

況
が
よ
く
わ
か
る
。

▼
被
爆
者
の
叫
び
コ
ー
ナ
ー

　

昭
和
22
年
８
月
〜
10
月
の
広
島
駅
前
の

孤
児
の
写
真
。

　

説
明
文
に
は
、
「
家
族
や
友
人
を
失
っ

た
悲
し
み
に
耐
え
、
心
身
に
残
る
傷
や
病

を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
被

爆
者
の
叫
び
で
は
。

▼
平
和
記
念
公
園
の
建
設

　

昭
和
30
年
８
月
に
完
成
・
開
館
し
た
当

時
の
平
和
記
念
資
料
館
の
写
真
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

▼
核
兵
器
の
危
険
性
・
広
島
の
歩
み

　

戦
時
下
や
復
興
の
広
島
か
ら
平
和
記
念

都
市
建
設
法
と
復
興
事
業
の
進
展
、
市
民

に
よ
る
平
和
運
動
、
被
爆
体
験
の
継
承
・

伝
承
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。

〇
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め
ざ
す

　
|
交
通
の
要
衝
地
|

　

早
島
町
は
昭
和
63
年
の
早
島
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
や
山
陽
自
動
車
道
、
瀬

戸
中
央
自
動
車
道
、
国
道
２
号
線
結
節
点
、

さ
ら
に
岡
山
総
合
流
通
業
務
団
地
の
整
備

等
に
よ
り
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
。

　

人
口
は
、
令
和
５
年
度
は
減
少
し
た
が
、

令
和
６
年
は
１
万
２
７
６
４
人
で
、
増
え

て
い
る
。

　

要
素
と
し
て
は
、
令
和
６
年
３
月
31
日

に
「
50
戸
連
た
ん
制
度
」
が
終
了
す
る
た

め
の
「
駆
け
込
み
」
で
は
な
い
か
と
、
早

島
町
で
は
推
測
し
て
い
る
。

　
|
町
内
に
鉄
道
駅
が
２
駅
|

　

早
島
町
内
に
は
、
早
島
駅
と
久
々
原
駅

の
鉄
道
駅
が
２
駅
。
こ
の
こ
と
も
人
口
増

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
令
和
４
年
度
は

１
・
46
人
で
、
岡
山
県
や
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
生
涯
未
婚
率

は
上
昇
。

　

令
和
６
年
１
月
21
日
時
点
と
令
和
４
年

度
と
の
比
較
で
は
、
０
歳
〜
64
歳
は
１
０

３
人
の
増
で
、
65
歳
以
上
は
20
人
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

〇
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

　
|
主
要
施
策
で
は
|

　

・
子
育
て
・
教
育
の
充
実
、
高
齢
者
の

　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
、
包
括
ケ
ア
シ
ス

　
　

テ
ム
の
構
築

　

・
障
害
者
へ
の
自
立
支
援

　

・
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
へ
の
取
り

　
　

組
み

　

・
住
環
境
の
整
備

　

・
計
画
的
な
土
地
利
用

　

・
公
共
交
通
の
適
正
化

　
|
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
|

　

・
人
口
減
少
対
策
…
人
口
減
少
の
分
析

　
　

も
含
め
た
も
の
と
す
る

　

・
子
育
て
と
教
育
の
充
実
、
ま
た
そ
の

　
　

他
の
子
育
て
支
援
策
は
、
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

・
公
共
交
通
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

＊
今
年
度
は
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実

験
を
お
こ
な
う
た
め
補
助
金
申
請
予
定
。

〇
新
た
な
定
住
対
策
と
し
て

　

・
計
画
的
土
地
利
用

　

・
早
島
駅
拠
点
整
備

　
　
　
　

◆
視
察
を
終
え
て
…
そ
こ
に
住
む
住
民
が

　

「
住
み
続
け
る
」
た
め
に
は
、
や
は
り

移
動
の
便
利
さ
が
大
き
な
要
素
で
あ
る
と

再
認
識
し
た
。

　

本
町
各
事
業
の
検
討
で
、
活
か
し
た
い
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
7/1

岡
山
県
・
早
島
町
7/2

視
察
報
告
民
生
教
育

常
任
委
員
会

７月１日
　～２日

　

後

住みつづけたいまち
早島
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ようこそ久御山町へ 〔視察研修受け入れ〕
岐阜県神戸町議会の皆さん

ご う ど ちょう

　７月17日、岐阜県神戸町（飯沼議長ら14名）の視察研修を受け入れました。
　通年議会や議会改革の取り組みについて意見交換をし、有意義な会となりました。
本町からは、議長と議会運営委員が出席しました。

　11月３日開催のKUMIYAMAわくわくフェスタでは、「笑顔で議会だよりの表紙を
飾ろう」として、議会だよりの表紙写真撮影をおこないました。ご協力いただいた皆
さま、ありがとうございました。

　８月に執りおこなわれた久御山町議会議員補欠選挙の結果、
内田孝司氏が無投票当選されました。所属委員会については、
９月会議にて総務事業常任委員会、広報広聴委員会、予算決算
常任委員会委員に選任されています。また、
会派の構成は11月１日現在、表のとおりと
なっています。

■内田孝司氏が当選

左ページの編集後記も
ご覧ください

名産品のとても
素敵なバラを
いただきました！

KUMIYAMAわくわくフェスタへのご来場ありがとうございました

会派名
日本共産党議員団

公明党議員団

くみやまみらい

＠くみやま（あっとくみやま）

会派に属さない議員
※ ◎は会派代表者

会派名
◎巽　　悦子
　中野　ますみ
◎岩田　芳一
　戸川　和子
◎島　　宏樹
　松本　義裕
　辻　　　徹
　濱口　隆志
　内田　孝司
◎樋口　房次
　塚本　五三藏
　大宮　竹志
　田井　　稔
　芦田　祐介　
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編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

岩田　芳一
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
内田　孝司
松本　義裕

広報広聴委員会
　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

先
日
の
補
欠
選
挙
に
て
、
再
び
久

御
山
町
議
会
議
員
と
し
て
戻
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
９
年
４
月
29
日
ま

で
の
約
２
年
半
で
あ
り
、
前
任
者
の

残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
約
１
年
半
、
議
員
活
動

か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
少
し

で
も
早
く
こ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
取
り
戻

し
、
広
報
広
聴
委
員
の
一
員
と
し
て
、

久
御
山
町
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
田　

孝
司

○まちづくりセンターの建設費用が膨大になってい
るそうですが、何らかの対処をされるのでしょ
うか。

〇子育て支援の内容や防災についてはよく載ってい
るので気になります。

〇ほんわかセッション。毎回、思うのですが、参加
者が少なすぎる気がするので、別の方法の方が意
見が出てくるのではと思うのですが。

〇久御山中央公園の今後について、グラウンドの整
備はどうなるのですか。

〇クロスピアくみやまの現地視察では、町直営にな
るとのこと。よりよい活用が期待される。

〇ジェンダーフリー社会形成の推進。職場でもやっ
と女性の管理職への昇格が進んできた。

〇防犯カメラが公園に本当に必要なのかなと思う。
〇御牧小学校区で、「子どもを中心に地域住民が集
まる拠点づくり」とはどういうことか。

〇ほんわかせっしょんの案内チラシが、開催後も
町内の掲示板に複数貼られていました。

〇地震を想定した大規模避難訓練などを実施して
ほしい。どこに逃げるか避難するかなど、わか
らない人がたくさんいます。備蓄なども大丈夫
でしょうか。

〇請願不採択の内容を読んだけどよくわからない。
〇議員活動内容の掲載をしてほしい。
〇公共交通機関がいつまで経っても貧弱なままな
ので、本腰を入れて注力していただきたい。

〇議会モニターと議員の懇談会はないのか。
〇合唱コンクールについて、まちづくりセンター
のステージでの開催は、あまり期待できないの
が個人の感想。京都市内の中高生は、京都コン
サートホールやロームシアターのステージで合
唱コンクールが開催されている。

★ご協力をいただきありがとうございました。
★今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 
★今後ともよろしくお願いいたします。

議会モニター「アンケート」
前号（8/1号）・NO175）の議会モニター
さまからのアンケート「回答(一部)」を紹介
します。

議会への意見
などは？

その後どうなったの？と
思っていることは？

特に興味や関心を
もたれたのは？
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子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
あ
い
さ
つ
で

　
　
　
　
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
り
た
い

地
域
社
会
全
体
で
見
守
り
た
い

　

佐
山
小
学
校
区
で
は
約
35
年
前
か
ら

地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が
中

心
と
な
り
、
通
学
路
の
見
守
り
、
あ
い

さ
つ
運
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
登
下
校
中
に
子
ど
も
た
ち
を

巻
き
込
ん
だ
痛
ま
し
い
事
件
、
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
大

切
な
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
や
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
っ
て
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充

実
を
図
り
、
現
在
、
通
学
路
11
カ
所
で

見
守
り
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
山
校
区
自
治
会
の
協
力
で
充
実

　

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
こ
う
と
、
平
成
25
年
に
佐
山

校
区
の
自
治
会
長
さ
ん
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
各

自
治
会
か
ら
多
く

の
参
画
を
い
た
だ

き
、
充
実
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

　

夏
の
暑
い
日
な
ど
は
大
変
な
活
動
で

す
が
、
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
る
こ
と
。
子
ど
も
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

企
業
や
地
域
の
方
々
に
感
謝

　

地
域
の
方
が
、
自
宅
付
近
や
買
い
物

途
上
で
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
60
軒
近
い
企
業
や
個
人
の
方
々

が
、
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
い
え
」
に
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
参
画
を

　

現
在
、
40
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
新
た
に
ご
協
力
、

ご
参
画
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.44

▲下校時の見守りの様子

▲京都府知事からの表彰状

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
辻
凜
香
さ
ん
で
す
。

つ
じ
り
ん
か

辻 凜香さん
（佐山小学校３年生）

　

表
題
文
字
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

社
会
科
の
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
久
御
山
町
」
で
町
の
有
名
な
も

の
を
学
習
し
た
こ
と
を
参
考
に
、
夢

タ
ワ
ー
や
高
速
道
路
、
そ
し
て
自
宅

か
ら
見
て
い
る
庭
の
花
や
緑
い
っ
ぱ

い
の
田
畑
、
公
園
の
風
景
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
描
い
た
そ
う
で
す
。

　

凜
香
さ
ん
は
、
本
を
読
ん
だ
り
、

話
を
聞
い
て
絵
を
描
い
た
り
す
る
こ

と
が
好
き
で
、
発
想
力
と
想
像
力
が

大
変
素
晴
ら
し
い
と
担
任
の
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
水
族
館
の
飼
育
員
と
な

り
ア
ザ
ラ
シ
に
芸
を
教
え
た
い
！
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
先
生
に
な
り

た
い
！
メ
イ
ク
関
係
の
仕
事
が
し
た

い
！
と
た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
を
素

敵
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田 井　  厚さん
佐山小学校学校運営協議会会長

（田井在住）

た い あつし

　
今
回
の「
こ
の
ま
ち
こ
の
ひ
と
」は
、

佐
山
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
会
長

で
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
田
井
厚
さ

ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
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